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一般社団法人 日本病院薬剤師会 

                          

平成２４年度ＨＩＶ感染症薬物療法認定薬剤師認定試験について 

 

平素より、薬剤師業務向上のためにご奮闘されていることに敬意を表します。 

さて、本会はＨＩＶ薬物療法認定薬剤師の認定試験を下記の日程で実施いた

します。本認定試験は、今年度または次年度の認定申請時（平成２５年８月頃）

までにＨＩＶ感染症薬物療法認定薬剤師認定申請資格の全ての条件を満たすこ

とのできる方が対象です。 

受験をご希望される方は申込書に必要事項をご記入の上、平成２４年５月２

４日（木）までにＦＡＸにてお申し込みください。 

お申し込みされた方には、追って、手続きについてご連絡させていただきま

す。 

 

 

記 

 

日  時 ： 平成２４年６月２４日（日） １０時～１２時 

 

場  所 ： 星薬科大学 新星館（東京都品川区荏原２－４－４１） 

 

出題基準 ： 別添のとおり 

 

受 験 料 ： １０，５００円（税込）  

 

＜申込み・照会先＞ 

〒１５０－０００２ 

 東京都渋谷区渋谷２－１２－１５  

日本薬学会長井記念館８階 

 一般社団法人 日本病院薬剤師会事務局 

総務課（上笹、加藤） 

ＴＥＬ ０３－３４０６－０４８５ 

   ＦＡＸ ０３－３７９７－５３０３ 

 



日本病院薬剤師会 事務局総務課宛 

ＦＡＸ  ０３−３７９７−５３０３ 

 

 

平成２４年度 

ＨＩＶ感染症薬物療法認定薬剤師認定試験 申込書 
 

 

※ 施設名   

※ 所属部署名   

役職名   

※ 施設所在地 

〒 

 

 

  フリガナ 

※ 氏名 
  

※ ＴＥＬ   

ＦＡＸ   

《緊急連絡先》 

＊ 携帯電話 
  

  日病薬会員番号   

備考 

 

 

 

 

 

注１ ※印は記載必須項目です。 

注２ ＊印は震災等の影響により急遽中止等、緊急の連絡を行う可能性があり

ますので、その場合は携帯電話にもご連絡いたします。 

 



平成 24年度 

HIV 感染症薬物療法認定薬剤師・HIV 感染症専門薬剤師認定試験 

出題基準と範囲 
 

(1) HIV 感染症の基礎 

① HIV 感染症の概略について説明できる。 

 ② HIV 感染症の検査法等について説明できる。 

③ 針刺し事故対策について説明できる。 

 

(2) HIV 感染症の臨床 

① HIV 感染症の治療ガイドラインについて説明できる。（専門：海外のガイドラインを含

む） 

② HIV 感染症と最新の薬物療法を含めその変遷について説明できる。 

 ③ 日和見感染症とその治療について説明できる。 

④ 性感染症治療とその治療について説明できる。 

⑤ 免疫再構築症候群等のエイズ関連病変とその治療について説明できる。 

⑥ 血友病とその治療について説明できる。 

⑦ HBV/HCV 重複感染問題とその治療について説明できる。 

⑧ HIV 感染症を有する妊婦・女性・小児・高齢者の特徴と問題について説明できる。 

 

(3) HIV 感染症の薬物療法 

① 抗 HIV 薬に関する薬物動態、副作用、用法、用量、相互作用などの臨床薬理について

説明できる。 

② 日和見感染症、性感染症治療に関する作用のメカニズム、副作用、用法、用量、相互

作用などの臨床薬理について説明できる。 

③ 抗 HIV 薬の薬剤耐性について説明できる。 

④ 開発中の抗 HIV 薬や日和見感染症治療に関する未承認薬について説明できる。（専門：

海外における開発状況を含む） 

 

(4) HIV 感染症の服薬指導とコミュニケーションスキル 

① HIV 感染症患者に対する服薬指導について説明できる。 

② 服薬アドヒアランスの概念について説明できる。 

③ 患者が自己決定に至る課程について説明できる。 

④ 患者、チームスタッフとのコミュニケーションスキルについて説明できる。 

⑤ チームとの関わりについて説明できる。 

 

(5）HIV 感染症医療チームにおける薬剤師の役割 

① HIV 感染症チームにおける薬剤師の役割を説明できる。 

② HIV 感染症治療の薬物療法に関する情報収集と評価を行うことができる。 

 

(6）HIV 感染症を取り巻く社会制度等 

 ① HIV 感染症患者の動向について説明できる。（専門：海外における状況を含む） 

 ② 高額療養費制度や自立支援医療等、HIV 感染症治療に関連する医療制度について説明

できる。 

 ③ 日本の HIV/AIDS に関する医療体制について説明できる。 

④ 薬害エイズについて説明できる。 

⑤ HIV 感染症の予防と教育について説明できる。 



 

(7）その他 

 ① HIV 感染症に関する最新情報を得ることができる。（専門：海外における状況並びに英

文解釈を含む） 

  

＜主な参考図書等＞ 

・添付文書、インタビューフォーム 
・平成 23 年度厚生労働科学研究費補助金エイズ対策研究事業｢抗 HIV 治療ガイドライン｣

（2012 年 3 月） 

・平成 20 年度厚生労働科学研究補助金エイズ対策研究事業「HIV・HBV 重複感染時の診療ガ

イドライン」（2009 年 3月） 

・平成 23 年度厚生労働科学研究補助金エイズ対策研究事業「制度の手引き 第 6版」（2011

年 12 月）新潟大学医歯学総合病院感染管理部 

・平成22 年度厚生労働科学研究費補助金エイズ対策研究事業｢HIV 母子感染予防対策マニ

ュアル 第6版｣ 

・平成 22 年度厚生労働科学研究費補助金エイズ対策研究事業「HIV 薬剤耐性検査ガイドラ

イン Ver.5」 

・平成 21 年度厚生労働科学研究費補助金エイズ対策研究事業「HIV 診療における外来チー

ム医療マニュアル」（改訂第 2版） 

・平成 17年度厚生労働科学研究費補助金エイズ対策研究事業「HIV 感染症とその合併症 診

断と治療ハンドブック」 

・平成 17 年度厚生労働科学研究費補助金エイズ対策研究事業「血友病診療の実際 2007 年

版」 

・平成 22 年度「HIV・HCV 重複感染時の診療ガイドライン」北海道大学病院HIV・ 

HCV 重複感染症診療委員会（2010 年 11 月） 

・厚生労働科学研究費補助金エイズ対策研究事業｢免疫再構築症候群 診療のポイント 

Ver.3｣（改訂版） 

・HIV 感染症治療研究会，HIV 感染症「治療の手引き」（第 15版） 

・HIV Q&A，岡慎一編，医薬ジャーナル社，東京，2006 

・これでわかる HIV/AIDS 診療の基本，白阪琢磨編著，南江堂，東京，2009 

・国立国際医療センターエイズ治療・研究開発センター HIV/AIDS ｅラーニング・プログ

ラム http://acc-elearning.org/AIDS/ 

・DHHS, Guidelines for the use of antiretroviral agents in HIV-infected adults and 

adolescents, Washington, Mar. 27, 2012 

・DHHS，Guidelines for Prevention and Treatment of Opportunistic Infections in 

HIV-Infected Adults and Adolescents，Washington, April 10, 2009 


